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ムダ買いから生じるゴミ問題改善のために、若年層に向けた通販サイトでの 

ムダ買い防止システムをナッジの活用をしながら提案する。 
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１．研究の動機と目的 

ナッジ理論。これは人が無意識のうちに望まし

い行いをするための 1 歩目を後押しするもののこ

とを指す。このナッジ理論を用いて、人が無意識的

に望ましい行いに向かうことのできる提案がした

いと思い研究を始めた。意識をしなければ変えて

いけないこと。それはやってもやらなくても可視

化されないからこそのゴミ問題に直結するのでは

ないかと考えた。ここからゴミ問題を無意識に改

善に導かせるデザイン提案することを目的とする。 

 

２．調査内容 

衣服とコスメの廃棄によって及ぼされる環境問

題を調査したところ、年間でゴミに出されている

衣服の総量は年間で 45 万 t にも及ぶ｡また化粧品

の年間廃棄量は約 2万 tであり、その中でも 86.3％

のユーザーが使い切れずに廃棄している結果も見

受けられた。この大量廃棄の原因としては「過激な

トレンドサイクル」「破棄する前提での大量生産」

などが挙げられる。また、不要なものを直感で購入

してしまうというような衝動買い・無駄遣いの要

素も原因の 1 種として考えられる。通販での無駄

遣いの要因について着目しさらに調査を進めると、

「パルス型消費行動」というものがあった。このパ

ルス型消費行動は、スマホを操作しながら瞬間的

に買いたい気持ちになり AIDMA の法則などの段階

プロセスを、時間をかけずにその場で購入するこ

とということとも言える。(図 1) 

 

 

(図 1) 

 

また、本研究の要であるナッジを用いた既存の

デザインとして駅のホームにある整列乗車やイギ

リスの男性用トイレに設置されたハエのシールな

どが挙げられる。これらはどちらも視覚で得た情

報から無意識に望ましい行動に導くことができて

いる。 

 

３．コンセプト 

これまでの調査から、廃棄物の削減を目指すう

えで、不要なものの購入を控えることも重要なこ

となのではないかと考えた。そこで通販を使用す

る人に向けた通販サイト内で本当に必要なものだ

けを買ってもらうためのムダ買い防止システムの

提案をする。また、直感センサーのよく働く趣味関

連の買い物の割合が多くを占める 10 代〜20 代の

若年層を対象とする。そして、提案内でナッジを用
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いたデザインを取り入れることで、無意識的に無

駄遣いを抑えるようになる。 

 

４．アイデア展開 

各種の EC サイトの UI 調査をしたところ AISAS

の法則における情報収集(Search)は任意で確認す

るものとなっており、商品概要とは別に通販なら

ではのレビューを閲覧するまでの導線確保が足り

ないと感じた。ここまでを踏まえ以下の戦略でサ

イト仮開発を進める。 

①ホーム画面をなくし、検索ページを通販のはじ

めの扉にする。 

②今すぐ買い物をしたいか、ウィンドウショッピ

ング(AIDMA においての AI をはじめるか)の選択を

できるような 2 種類のサイトの導線を確保する。 

③情報収集のしやすい UIにするために商品概要と

レビューの位置関係を考える。 

 

５．今後の予定 

通販サイトの仮開発を進めていく。段階プロセ

スを 1 歩 1 歩踏んでいくことに重きをおき、人の

無意識の中で無駄遣いを減らす提案をさらに試行

錯誤する。またナッジのデメリットである継続性

の低さの改善について着目して提案の設計を進め

ていく。 
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